仁川官洞ギャラリーご案内

仁川官洞ギャラリーは、90年前に建てられた日本式の木造住宅を再生した、展示と交流の空間です。
仁川インチョンの旧市街地、かつて「日本人租界」と呼ばれた場所にあります。
鎖国政策をとった朝鮮王朝ですが、1883年に仁川港が開港するや、海の向こうから人や文物が、一気にこの地に入ってきました。港に面した開港場（現在の仁川市中区チュング）一帯には、イギリス、アメリカ、ロシア、ドイツ、日本、清が、それぞれ「租界」を設けました。今でもこの地域には、近代の痕跡があちこちに残っています。
仁川官洞ギャラリーの１階はビンテージショップ、セミナールームとゲストハウス。２階は展示スペース。そして屋根裏には、近代史関連の書籍を中心とした歴史資料室があります。
すぎた時代の記憶を遺し、未来へとつなぐ仁川官洞ギャラリーで、皆様のおいでをお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田郁子

ご利用案内
ゲストハウス
２つのタイプがあります。ギャラリー閉館日でも、ご利用いただけます。
歴史の中のゲストハウスは、独立した空間で、キッチン、シャワー、トイレ付。
画廊の中のゲストハウスは、戸田の自宅１階で、キッチン共有、トイレ、風呂付。
料金は１部屋１泊５万ウォン（２名様まで）。　１名様追加ごと＋１万ウォンです（１部屋５名様まで）。

レンタルギャラリー
ギャラリーは、金土日のみ開館しております。
２階の１０坪（壁面１４ ｍ＋パーティション７ｍ）、および１階入り口の１坪ギャラリー。
　　料金１０万ウォン/日。最低利用は３日から。１ヶ月（計１２日間）ご利用の場合は１００万ウォンです。

セミナールーム
　午前１０時～午後８時。ギャラリー 閉館日でも、ご利用いただけます。プロジェクター有。
　料金は３万ウォン/２時間（２０名様まで）。

仁川歴史散策
戸田郁子がご案内する仁川近代史散策。事前にご予約ください。
歴史の現場を歩きながら、すぎた時代の暮らしや思いを、肌で感じてください。
半日コース（約３時間）　　２万ウォン/人。
一日コース（約６時間）　　５万ウォン（食事付）/人。


交通、周辺施設

仁川空港からタクシーで３０分、市内バスなら１時間。夜遅い到着や早朝のフライトにも便利です。
ソウル市内から地下鉄で約１時間。１号線終点の仁川駅、または一つ手前の東仁川駅下車。
周辺には市場、チャイナタウン、博物館や展示館、２４時間営業のスーパーや食堂、おしゃれなカフェ、昔ながらの銭湯などの施設があります。

仁川官洞ギャラリー
開館　：　毎週金土日 １０時～１８時　 観覧無料。　※ゲストハウスは随時ご利用いただけます。
住所　： 韓国仁川市中区　新浦３１番gil ３８　（旧住所は官洞２街４－１０）
電話　：　０３２－７６６－８６６０　　ファックス　：　０３２－７６６－８６６２
日本からは国際電話のアクセス番号＋８２－３２－７６６－８６６０　とお掛けください。
e-mail ： gwandong14@gmail.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田郁子
